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国定教科書の沖縄像

一一一歴史，地理を中心に一一一

近藤健一郎

A Study on the Image of Okinawa 
in State Textbooks in Prewar ]apan 

Kenichirou KONDOU 
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仲宗根政善は，新崎感揮との対談で，福岡高等学校在学中に言語学の研究を志したことを回想

した際，次のように述べている1)。

仲宗根 (高等学校在学中に一一筆者)琉球の歴史にも関心を持つようになりました。中学

のとき，沖縄歴史を教えて下さいと何閣も要望したんですが、ぜ、んぜん教えてくれな

かったもんですからね。

…一それは生徒が要望したんですか。

仲宗根 ええ，われわれが要望しました。それで，学校の方は， I沖縄の歴史は革命の歴史

だjと雷うんですよ。日本国民として役に立たない，そういうことをはっきり言って

いました。

一一一何をとらえて革命の燈史といったんですか。

仲宗根 王朝が変わるでしょう。第一尚氏，第ニ尚氏というふうに。易姓革命の歴史という

んです。

仲宗根は，沖縄県立第一中学校在学中 0920"-'1925年〉に「島津の琉球征伐Jという記述に憤

慨し，沖縄歴史を知りたいと願ったがその希望は叶わなかった。そして，進学した福岡高等学校

の日本歴史の講義の一部としてようやく沖縄歴史を開くことができた。中学校でさえ沖縄燦史を

教えられなかったのである。それでは義務教育である尋常小学校においては沖縄歴史，さらに沖

縄に関する事項について教えられることはなかったのであろうか，あるいはどのような事項をど

のように教えられたのであろうか。

戦前の授業においては，教科用図書(以下，教科書と記述する〕が大きな比重を占めており，

教科審に描かれる内容が児童，ひいては園民の常識を形成したとすらいわれるへとするならば，

沖縄の見童がどのような沖縄に関する事項を教えられたかな明らかにするにあたって，教科書に

住尽することは一つの有効な方法であろう。そこで国定教科書を対象に，どのような沖縄関係記

述があり，またその性格はどのようなものかを検討することを本論文の課題とする。この課題を

解明することは同時に，全国の見章が沖縄とし、う未知の世界についてどのような知識，イメージ
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を持ちえたかを明らかにすることにもなるであろう。なお対象を悶定教科書とする理由は，一つ

にはこの課題に取り組む直接の契機が小学校において閤定教科書を使用していた1920年代の大和

化の展開と教育内容の関連にあるためで、あり3) ニつには国定教科書がそれとして一つのまと

まった群をなしているためで、ある。

ところで国定教科書制度は従来の教科書検定制度を改めたものであり，国定教科書は全国的に

1904年度から使用されている。 1903年4月138勅令第74号「小学校令中改正」第24条及び狩刻に

より， 1904年度から修身，国語，日本歴史，地理で国定教科書を使用することを定めたのである。

ただし，採定済みの検定教科書は使用開始後4年聞を過ぎるまでは効力を持ち続けることとした。

その後，文部省は1905年度から算術，関踊， 1911年産から理科， 1919年度から家事について，調

定教科書を使用するように定めた4)。以後，各教科目とも数度の修正を緩て，敗戦疲後に至るまで

国定教科書が，全国の小学校で使用され続けた。

なお，沖縄において罷定教科書を使用し始めたのは1905年度からとされてきため。しかしなが

ら， 1903年12月3日沖縄県令第41号が， 1904年度より摺語科読本，修身，地理で国定教科書を使

用することを定めており6) この通説は修正しなければならない。ただし同年度には，読本はひき

つづき文部省編纂による『沖縄県用尋常小学読本Jを国定に準じるものとして使用していたの

でベ実際には修身，地理のみ鴎定教科書を使用していた8)。さらに1905年度には，読本も国定教

科書に変吏となり9) また算術，日本歴史，劉画でも国定教科書を使用し始めた10)。

ここで，本論文の課題に関連する研究に言及しておく。

調定教科書の沖縄記述を検討したものは管見の限り存在しない11)。

検定期の教科書12)における沖縄康史の取り扱いについては，二つの重要な指摘がある。一つは

安良城感昭によるものである13)。安良城は「忠、宕愛国の歴史の入口として期待される郷土史とい

う観点からすれば，琉球史ほどその課題にこたえにくい郷土史は存在しなかったJと述べてお

り，第二次小学校令 0890年10月7日勅令第215号〕期において，文部省が f郷土史教育jを活用

することに注目したときですら，沖縄ではそれが行なわれなかったことを指摘している。もう

つは儀問題子によるものである向。儀聞は「当時沖縄の歴史は全面的に題されていたかというと

そうでもない。(仁和略)沖縄の歴史の中でも政府に都合のよい部分や日琉同祖論に有利な伝説な

どは積極的にとりいれられたj と述べ，安良波の指擁を発展させて，為朝伝説15)を教えるなど，

f郷土史」を一面的に排除していたわけで‘はなかったことを指摘している。本論文では，これら

の成果合ふまえて，何が書かれて， f可が書かれなかったのかに注gして考察を進めたい16)。

本論文は，教科目を分析軸として，その教科践のなかでどのような沖縄関係記述があり，どの

ように変化しているかを検討する。検討する教科gは，沖縄に関係する記述のある日本歴史，地

理，修身，国語とする17)。筆者が欝係する記述とした範聞は，沖縄を主題あるいは舞台としたも

のばかりでなく，沖縄ないし琉球という言葉18)が記述してあるもの，そして記述はなくても明ら

かにそれが沖縄を指しているとわかるものまでを含んでいる。また文部省が沖縄県用の教科書を

発行していたことのある理科についても言及する。検討する学年は義務教育期間である尋常小学

校とするが， 1908年度にそれが4年から 6年に延長されたので，前後の整合性を保つため，それ

以前についてのみ高等小学校し 2年も加える。なお国定教科書は，海後宗註編『日本教科書大

系 近代編』講談社， 1961"-'1966年，全26巻に収録されているものを参照した19)。これに収録さ

れた教科書を引用する場合，一々注釈を施さない。
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一一注一一

l)f戦前の教育と沖縄戦体験 仲宗根政普氏に鶴くJ，新崎重量障編『沖縄現代史への証言』下，沖縄タイム

ス社， 1982年， 159~160頁。

2)中村紀久二『教科書物語一一国家と教科書と民衆一一』ほるぷ出版， 1984年。

中村は Lド痘穣痘法を発明したジェンナーについて，最初の牛痘実験を自分の子どもに対して行なっ

たという一般に信じられている誤解の大半の原閤は，国定修身教科書撃にあるとしている。

3)沖縄からの出移民・出稼ぎ者が急増した1920年代，外務省が沖縄からのブラジル移民禁止を解除した

際に条件を付けたことに対応して，沖縄の小学校教員が組織する沖縄県初等教育研究会がよりいっそう

の大和化をめざす方策として教育内容に注意を払い，沖縄援史，沖縄地理などの研究をしていたことが，

本論文に取り組む直接の契機となっている。筆者はこの点について， f沖縄における移民・出稼ぎ者教育

一一沖縄県初等教育研究会『島の教育~ 0928年)を中心に一一J(日本教育学会『教育学研究J第四巻第

2号， 1995年6月)において検討した。

4)法的根拠はそれぞれ以下のとおり。算術・図画については， 1903年4月29B文部省令第22号「小学校令

施行規刻中改正j附則。理科については， 1910年7月21日文部省令第21号「小学校令施行裁則中改正J第

53条及び総郎。家事については， 1919年3月29白文部省令第6号「小学校令施行規則中改正j第53条及び

附刻。ただし，関話番キガ，算術，図画，理科，家事については，校長の判断により児童用教科書撃を使用

しないこともできた。

5)阿波根直誠「初等教脊j，琉球政府『沖縄県史』第4巻， 1966年， 384~386頁。

6) W力日除自在 現行沖縄県令規全集』第十類教脊所収， 93頁。全文は以下のとおり(読点、は筆者による)。

本県小学校教科用図番中，尋常小学校ノ溺語科読本，修身科及高等小学ノ地理科用図書警ハ，本年勅令

第七十gg号附刻第三項但審ニ依リ全部採定ノ効力ヲ失フニ付，明治三十七年三月三十一日限ワ之ヲ廃止

シ，同年四月一日ヨリ各学年ヲ通シテ向時ニ国定教科書察ニ受ム

7)渡部董之介「北海道用及沖縄県用尋常小学読本編纂事情J，帝国教育会『帝国教育J第407号， 1916年6

月， 15頁。

8) 1904年度に，国定教科室撃である『尋常小学修身議』第一学年，教併用を用いた教授案が存在する。翁長

盛周「尋常科第一学年修身科教授案J，沖縄県私立教脊会『琉球教育』第95号， 19例年5月， W流球教育』

復刻版，第10巻，本邦書籍， 1980年， 187~192頁。

9) 1904年12月3日沖縄県令第38号 (W琉球教育J第102号， 1904年12月，前掲『琉球教育』復刻版，第10巻

B， 199J{)。この変更にあたっては，沖縄県知事奈良原繁が他府県同様に国主主教科著書を使用したい旨上

申し，それを文部省が受け入れたという経緯がある。前掲「北海道用及沖縄県用尋常小学読本編纂事情j

16J主。

10) W沖縄県公報』第18号， 1905年3J317日 (W琉球教育』第106号， 1905年4月，前掲『琉球教育』復刻

版，第11巻， 8m)。

11)酋平秀毅・宜野座語専問『教科審と沖縄教育一一農民化教育の実体と道程を探る一一JJ(沖綴時事出版，

1982年)は，沖縄の「皇民化教育jの展開宏関定教科書撃を含めた学制以後のあらゆる教科書撃を通して明ら

かにすることを意図しているが，唐沢禽太郎『教科書の歴史一一教科警と日本人の形成一一.~ (創文社，

1962年)や『沖縄県史 第4巻教育JJ(琉球政府， 1966年)ほか多くの箸作からのヲ閣をつなぎあわせ

たものであり，また沖縄関係記述への注目はない。

12)政府は， 1886年4月10日勅令第14号「小学校令J第13条 f小学校ノ教科書写ハ文部大臣ノ検定シタルモノ

ニ荷主ルヘシJによって，教科書察検定制度安定めた。
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13)安良城盛昭 rw沖縄県史』刊行の意義と残された課題J，W新・沖縄史論』沖縄タイムス社， 1980年，

336亥。初出は， W沖縄史料編集所紀要』第3号， 1978年。

14)儀問題予「明治中期の沖縄盟主史観についての一考察(下)一一『琉球教育』を中心に一一J，W地域と文

イヒJ第24号，ひるぎ社， 1984年， 6賞。

15)伊立大島に流された源、為戟が，そこを脱出した後，沖縄烏今帰仁に上綾し，一子毒事教をもうけ，等教が

沖縄最初の支舜天になったという伝説。

16)本論文執筆にあたってとくに参考とした論文として，駒込武「台湾イメージと帝国統合の論理J，奈須

恵子「朝鮮・南洋をみるまなざしJ(ともに， W研究報告 No.41 密定教科警における海外認識の研究』中

央教育研究所， 1992年)，竹ケ原幸朗「虚構としてのくあいぬの風俗>一一国定国語教科議のアイヌ認、議

(日本教育学会『教育学研究』第61巻第3号， 1994年)がある。これらはいずれも，国主主教科慈の

記述がときの政府の台湾，車E鮮， r南洋J，アイヌに対する政治的意図を濃厚に反映していること，そして

それが臼本人のイメ…ジを形成してし、く要因となったことを論じており，示唆を受けた。

17) 13本歴史と地穫は， 1907年度までは高等小学校の教科gであり 0900年8月2013勅令第344号 f小学校

令j第20条)， 1908年度以降は尋常小学校第5，6学生存及び高等小学校の教科目となった 0907年3月21

日勅令第52号「小学校令中改lEJ第19条，第20条，及び1907年3月25日文部省令第6号 f小学校令施行規

則中改正J第四号表，第五号表)。修身と国語は尋常小学校第 l学年から諜されていた。

18)康史的には，独立隈であった流球王国の待代が「琉球jであり，また琉球処分により完全に日本の一地

域となった時代が f沖縄Jである。地理的には，奄美大島から与那国島』こいたる琉球王関の版闘が f琉

球jであり，広義には現奈の沖縄県域，狭義には宮古・八重山を除いた沖縄島照辺の地域が f沖縄Jであ

る。しかし使い分けは困難で，両者は混同されることが多い。高良倉吉「琉球・沖縄の燦史と日本社

会J，毅尾葱弘ほか編『臼本の社会史』第 1巻，岩波警J乱 1987年， 356~357頁参照。また，このこつの

言葉に付与された意識の変化については，鹿野政直『戦後沖縄の思想像』朝日新関社， 1987年， 3~16頁

参照、。

19)中村紀久二「国定教科警の隆史J(W復刻 国定教科著書(国民学校綴)解説.Jliまるぷ出版， 1982年， 50~ 

54亥)によれば， W日本教科番大系』に収録されていない関定地理教科警が存在する。 1925年度使用開始

の『尋常小学地理審』で，これが第4期にあたる。したがって， W日本教科議大系』に収録された第4，

5， 6期は，それぞれ第5，6， 7期となる。本論文の記述では，中村の指摘により修正した期を記述し

ている。なお筆者は，この第4期教科警を策審文康(東京都北区)で閲覧した。

臨定教科書の沖縄記述

(1)日本歴史。

国定歴史教科書の沖縄記述一覧を<表 1>に示した。第 3期教科書(1921年度箆用開始)にお

いて人物中心の記述に変更されたこともあってお，第 3掛から第5期教科書(1940年度使用開始〉

まで沖縄関係記述はなくなっていることがわかる。

沖縄歴史には15世紀以降， I琉球王留J3)という独立国家を築いていたとし、う特徴があり，また

それ以前の歴史も古琉球時代のように臼本歴史とは異なる時期区分が一般になされている。沖縄

歴史の転換期として， 1609年の島津氏による琉球侵略と1879年の琉球処分があげられる。前者は

薩摩藩が「琉球主因」を支配下に入れた事件であり，以後， I琉球王国jは独立留の体裁は保ちつ

つも薩摩藩を介して幕藩体制下に置かれた。後者は臼本政府が f琉球王国jを廃して，まず琉球

藩とし(1872年)，そして沖縄県として明確に日本閣の一地域とした事件で、ある。つまり，どちら
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も単に沖縄歴史上の重要事件であるばかりでなく，日本国家の成立せど理解するための重要事件で、

あるといわなければならない。

〈表1> 調定歴史教科書の沖縄記述一覧

期 使年度用開始 名 巻 課 教 材 名 学年 備考

1 904 『小学日本歴史』 2 1 5 台湾征伐と君主南の役 高2• 
2 1 9 1 1 『尋常小学日本歴史』 2 5 豊臣秀吉 6 

1 3 台湾征伐と西南の役 • 
2改 1 912 『尋常小学日本康史J 2 5 豊住秀吉 6 

一
1 3 台湾征伐と酋南の役 • 

6 194 3 『初等科国史』 上 7 八重の瀬路 5 

下 1 1 うつりゆく役 6 

(注〉備考織のO印は，教材の全部あるいは一段務以上が沖縄に関連した記述であるものを示す。また.印

は，教材中に沖縄ないし流球という単語は出てこないが，文脈からそれを補いうることが明白である

ものを示す。なお期の 2改は，第2期E認定歴史教科警改訂版を意味している。

閤定歴史教科書では，どちらの事件についても直接の記述はない。もっとも現在の小学校社会

科教科書(歴史分野〉においても，これらについての記述はないのでありの，学齢克童の認識の発

達を考慮すれば，直接の記述がないことはあながち不当ではなし、かもしれない。しかし，島津氏

による琉球侵略については〔豊臣秀吉J(2期及び2期改訂，本論文では教材名を[ Jで示す〕

に，また琉球処分については[台湾征伐と西南の役JC1期， 2期及び2期改訂〉に関係する部分

があり，その記述がどのような沖縄像を描きだしているかを検討しておくことは重要である。

[豊臣秀吉]には， r秀吉は大いに国威を海外に発揚せんと欲し，国内漸く平定するに及び，先
づ明と好を修めんとし，朝鮮をして旨を彼に通ぜ、しめ，更に琉球をして之を切に告げしめjとの

記述がある。これは朝鮮と琉球に fをして」とL、う使役を示す言葉を用いており，織豊政権が

「琉球王盟」をすでに支配下に入れていた，少なくとも命令一服従関係をもっていたとするもの

であり，島淳氏による琉球侵略が沖縄を幕藩体制下に置く契機であったことを暖昧にした。歴史

的には，秀吉が島津征伐 0587年)以後に琉球支配の意図を明確に示していくなかで， r琉球王
国Jがはじめて使節を派遣したにとどまり 0589年)，織農政権が「琉球王国jを支配していたと

はいえないのである5)。なお「琉球をしてjとはこの使節派遣に伴うものであり，教師用奮の備考

には「秀吉は琉球の寵者の来るに際し，琉球をして旨を明に通ぜしめたれども，返報無かりしか

ばJとの記述があった6)。
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また〔台湾征伐と西南の役〕には， rわが民J(第l期〉 ・f我が民J(第2期〉 ・f我が国民j
(第2期改訂)が台湾に諜流し， r蕃人J(台湾住民〉に殺されたことを「台湾征伐jの原因とし
て記述している。どこの人々が漂流したかの記述はなく，わずかに教師用警の備考として， r我が
琉球の民六十六人」であり，さらに f我が小田県の民間名jであることを記述しているにとどま

る7)。宮古島民が漂流した1871年は，琉球処分はおろか，日本政府が「琉球王国Jの版関を琉球、藩

とし，琉球盟主尚泰を琉球藩王とし華族に列する 0872年)8)以前であったにもかかわらず， r我が
琉球の民」と表現することによって， r琉球王国Jの存在については不問に付している。そして，
このことは琉球処分が沖縄をはじめて明確に日本の一地域として確定した事件であることを竣味

にするものであった。

このようにどちらの記述にも， r琉球王国jの存在についてはまったく触れるところがないの
である。それも意識的に触れていないといってよい。このことは， r万世一系jの天皇による統治
との関連で， r琉球王国」とし、う別な国家及びその閤王が存在したという歴史を夜定したことを
意味している。さらに潤定教科審編纂当時の状況，沖縄が一つの県であったということと関係し

ているであろう。植民地とりわけ朝鮮については，支配を正当化するように歴史教材を配列した

けれども9) 沖縄についてはそのような必要性に迫られなかったのである。

ただし，このことは沖縄が太古から日本の領土となっていたとし、う記述であることを意味しな

い。第二期教科書の〔源頼朝](巻1第18)に， r奥川、|より九州のはてに至るまで，ことごとく頼
朝の威風になびくこととなれりJとあり，第工期教科書改訂版の[源頼朝](巻1第18)にも同じ

内容の記述がある。これは，鎌倉幕府の版図に沖縄を含んで、いないことを示している。

つまり国定歴史教科書では，沖縄が独自な地域であることを述べつつも， r琉球王国Jとして別
な悶家を築いていたことについては否定するという構造になっているのである。

さて第6期教科書は，十五年戦争末期の震史的状視のなかで「皇国の歴史的使命の自覚に導

くJIめように書き替えられたものである。当然のことながら沖縄に関係する記述も，この「自覚j

の養成と関連している。このことを共体的に確認しておく。記述の一つは， 15世紀の「南洋jへ

の f海外発燥jに関連して， r南方へ出向いた九州や沖縄の商人Jというものである。この教材
〔八重の潮路 八幡船と南蛮船〕は， r八幡船にちなんで邦人の海外雄飛を語り，南蛮船に寄せて
歌人の東侵を表し，両者を結んで‘東亜の趨勢を考へさせようとしたJ11)ものであった。そのなかで

沖縄に関係する記述は， r南方進出の中核となったものは，琉球島民の活躍であるが，もとよりこ
れは，皐国民たるかれらが閤運の進展に寄与した功績として，顕彰したJ12)という意味会もって

いた。まさに「大東亜共栄鶴jの建設，そして「南進j とL、う当時の視点から，沖縄康史に注目

しているのである。またここでも「琉球王国」の存在は夜定されていることにかわりはなかった。

記述のもう一つは，幕末のペリー来航に関連して， rペリーは(中略〕小笠原諸島や琉球列島の占
領をもくろみながらも」というものでるる。「来航が米閣の東!II!侵出の一斑たるゆゑんを札明す

ること/3)を目的とした教材であり，アメリカの f侵出」を防ぐという現実と重なりあわせて，沖
縄に注目したのだった。

(2)地理

問定地理教科書の沖縄記述一覧を<表2>に示した。各期ともに二ヶ所の沖縄記述がある。一

つは，日本地理の概説，総説での言及である。もう一つは，沖縄の地誌での言及である。なお，

地誌は各地方にわたって満遍なく言及がある。
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〈表2> 国定地理教科書の沖縄記述一覧

期 使年度用開始 名 巻 謀 教 材 名 学年 備考

1 904 『小学地理J l出醐 高l

九州地方 高2 O 

2 1 9 1 0 『尋常小学地理』 1 大B本帝国 5 

1 9 1 1 2 3 九州地方 6 

4 九州地方ニ O 

3 1 918 『尋常小学地理委』 1 1 大日本帝器 5 

1 919 2 九州地方 6 O 

4 1 925 『尋常小学地理書』 1 日本 5 

8 九州地方 O 

5 1 929 『尋常小学地理香』 1 1 日本 5 

8 九州地方 O 

1 930 2 7 a本の総説 6 

6 1 938 『尋常小学地理書』 1 大日本帝国 尋5

8 九州地方 O 

1 939 2 7 日本の総説 6 

7 194 3 『初等科地理』 上 l 日本の地園 5 

4 東京から神戸まで

6 九少1'1とその島々 O 

(注)備考欄の印については，<表 1>と問じ。

日本地理の概説では，沖縄に関係する記述の内容にはほぼ変化がない。どの期も九分!と台湾の

間にあり，名称が琉球列島ないし琉球の島烏であること，そして本州などの大なるものに対して
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小なるものないし小さい島島であることが共通している。

一方，地誌での取り上げ方には国定地理教科書編纂の全般的な傾向に伴う二つの変化がある。

一つは配当学年である。第3期教科書までの尋常小学校6年(義務教育年限が4年間のときは高

等小学校2年〉から，第4期教科書以降では尋常小学校5年に繰り下げられた。これは尋常小学

校6年に配当していた世界地理の分量が増したことによっている。もう一つは題名である。第1

期及び第2期教科書では沖縄県として取り上げていたが，第3期教科書では琉球列島(沖縄県)， 

第4期から第6期教科書では薩南諸島・琉球列島，第7期教科書では琉球その他の島々として取

り上げるように変化した。これは地誌を解説するまとまりを府県ごとから，地方ごとに変更した

ことによる。第3期教科書以降，九州地方の区分・地勢・産業・交通・都邑をとりあげたのち

に，付け加えられることになったのでーある。

そして記述内容では，第 l期から第7期教科議まで一貫して共通している記述と変化している

記述とがある。共通している記述として，那覇と首里という都市名，さとうきび(甘薦)ないし

砂糖及びさつまいも(甘藷)の製造が盛んであること，特に践を多く飼養していること，気候が

甚だ援かし、ことあるいは熱帯に近いことがある。第3期教科書の[九州地方]に含まれている

[六 琉球列島〈沖縄県)Jの全文は以下のとおりであり，典型的である。

琉球列島は藤南諸島と台湾烏との陪に連れるま王十余の島暁より成る。気候甚だ援にして，

雨多く，地味甘擦の栽培に適するを以て，程騎の製出多し。又甘藷及び蘇の産出も少なから

ず。

此の列島の中，沖縄島は最も大にして，こ Lに那務・首里の二都会あり。那覇は列島唯一

の港市なり。

変化している記述とは，第1期教科書では沖縄の言語風俗に関する「特異性」をことさらに強

調したのに対して，第2期から第3期教科書にかけてそれに関する部分を削除したというもので

ある。この点は，国定地理教科書の沖縄記述の特徴である。第1期教科霧の〔九州地方〕には，

次のような記述がある。

住民の言語，風俗などは，他の府県の住民と，すこぶる，おもむき宏典にするものあり。

これは，その地が，遠く，沼南海中に，はなれて，古来，他府県の地方と交通少かりしがゆ

ゑなり。されど，近年は，交通の便，大いに，開けたれば，速からずして，他と同様となる

に至るベし。

ここでは，現在の沖縄の言語風俗は他の府県とは異なるとしたうえで，交通の発展を根拠とし

て「向様Jとなるであろうとし、う予測を述べつつ， r同様Jにしなければならないとし寸政治的決
意を述べたのであった。

第2期教科書はこの記述を削除している。かわって頭に龍宏のせた女性が市場を歩く図を挿画

として掲載していた。当時，女性が働き，男性は遊んでいるということを沖縄の習慣のよう

いている雑誌も多かった。『琉球新報』は『探検世界~ 1911年 1月号に掲載された久米紫潮の一文

を転載している。それによれば，久米は「男が遊んで居て女が働くと云ふ習噴J，rよく働ひて居
るのは女だ。それか然かも悉く素足てある。毎日頭の上に重い荷物を乗せて商売を仕て切々と
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主離を養て居るのだ」と述べていた1針。この挿闘は，こうした女労男逸とし寸偏見を背景に持っ

ていたのである。そして，この挿画も第3期教科書では削除されていた。

こうした変化は，沖縄における一定程度の大和化の進展を反映していたことに加えて，第3期

教科書の[大日本帝閤]で民族に関する記述をしたことと関連があるだろう。[大日本帝国]で

は，閤民の大多数は大和民族であり，その他に朝鮮に朝鮮人，台湾に「土人jと支那より移り住

める支那民族，北海道にアイヌ，樺太にはアイヌその他の「土人Jが往んでいると記し，朝鮮，

台湾に住む人々やアイヌが異民族であることを述べていた。それに対して，沖縄は九州地方に含

まれる f内地jであり，さらにこの分類でいえば大和民族である以上，沖縄の言語風俗に関する

「特異性」を記述することができなくなったのではないだろうか。そして第5期教科書の〔九州

地方]では， r粗糖の製造が感であって，その産額は内地第一である」と，沖縄を明確に f内地J
として記述したのであった。

(3)修身

罷定修身教科書の沖縄記述一覧を<表3>に示した。このうち，第l期教科書の〔産業をおこ

せ]は，徳川吉宗が産業を奨励した例をあげ， it廉の栽培法，砂糖の製造法をたづね，琉球から

せ擦の箇をとりょせたとし、う文脈で登場するのみである。

〈表3) 器定修S誉教科書の沖縄記述一覧

期 年使用度開始 名 宅金 諜 教 材 名 学年 備考

1 1 9 0 4 『高等小学修身審』 2 2 3 産業をおこせ 高2

4 1 937 『尋常小学修身審J 4 2 0 博愛 4 O 

5 1 9 4 2 『初等科修身J 2 5 宮古島の人々 4 O 

(注)備考欄の ~pは，<表 1>に同じ。

第4期教科書の[博愛]と第5揺教科書の〔宮古島の人々〕は開じ例話によっている。概要

は， 1873年にドイツの蕗船ロベルトソン号が宮古島沖へ漂流し，暗礁に乗り上げた際，宮古島氏

が船員たちを救出し親切に世話してドイツに送り帰した，そして船員たちはドイツで親切な人々

のことを話し， ドイツ皐帝は宮古島にその記念碑を建てたというものである。この例話は fサキ

ニ本省(文部省…一筆者)ニ於テ修身教材ノ懸賞募集ヲナセル際，当選セルモノニ，修正ヲ施シ

タルモノJ15)であった。文部省がこの教材を採用したのは， 1936年に日独防共協定を締結するな

どドイツとの関係が深くなりつつあったことを反映していた問。事実，第5期教科書教師用は，

f本課取扱に際しては，日本国，独逸関及伊太利障問に三盟条約なるものが結ぼれてをり，正し

い世界をつくりあげるため，手をとり合ってゐることについて，簡単に言及するがよ L、JI7lと述

べていた。教育勅語の「博愛衆ニ及ホシJ.さらに「人の難儀を救ふことは，大国民たる日本間民

の務であることJを教えることを目的としてこの例話に注gしたのである18)。そして文部省は沖

縄に対して，この宮古島民の「美談Jを通して，さらなる大和化を求めたといえるだろう。
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(4)国語

国定国語教科書の沖縄記述一覧を<表4>に示した。このうち[動物の体色(ニ)Jcl期〉

[動物の体色](2期〉・[動物ノ色ト形](3期〉及び[星の話](4期及び5期〉は，どちらも

理科的教材で，前者は f沖縄などに産するこのはちょー」のように，また後者は星の見える

さは，見る場所によって幾分違ひます。(中略〉南の沖縄や台湾でしたらjのように出てくるにと

どまる。その他は，ほとんど地理的な教材である。

く表4> 閤定閤語教科書の沖縄詑述一覧

期 年使用度開始 名 巻 課 教 材 名 学年 備考

1 1 904 『尋常小学読本』 7 2 1 琉球 4 O 

8 1 4 わが帝国

『潟等小学読本』 3 1 7 動物の体色(ニ〉 高2

4 1 6 生蕃 • 
2 191 0 『尋常小学読本』 9 1 6 動物の体色 5 

1 0 1 0 甘藷

2 3 家禽

1 2 1 3 器産量の歌 6 

3 1 922 『尋常小学園語読本』 9 5 動物ノ色ト形 5 

4 1 937 『小学国語読本J 9 1 8 農の話 尋5

5 1 9 4 2 『初等科閤諾』 5 1 4 星の話 5 

(注)備考欄の印は，<表1>に同じ。

国語読本では，一貫して歴史，地理，理科に関する教材が多いのであるが，なかでも義務教育

年狼が4年間であった第l期教科書では，尋常小学校でそれらの教科目が課されていなかったた

め，とりわけこうした内容のものが多くなっている。『尋常小学読本Jの編纂では， r地理ニ関ス
ル材料ノ、地理ノ基本観念ヲ養ブヘキモノ及我閤ノ主要ナノレ都会，開港場，名勝，産物，共他全国

地理一般，外園地理一般ニ渉レノレモノヲ選択JIめしており，沖縄に関係する〔琉球]と〔わが帝

国]はそうした地理的な教材であった。前者は沖縄地誌の記述であり，甚だ暖かい，さつまいも
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など，さきに指摘した関定地理教科書全期に一貫していた共通点と重なっている。後者は日本地

理の依撒闘を提示しており，やはり菌定地理教科審と同様に九州と台湾との間にあることを記述

していた。

同じ第1期の『高等小学読本』では，教材化するもののーっとして「我国ノ人民ニシテ特異ナ

ル風俗留慣ヲ有スルモノlO)をあげており， [アイヌ](巻2第18諜〉や〔生蕃〕がそれである。
[生蕃〕では，台湾住民について「掘立小屋」に住む， I人ノ首ヲ切Jるなどの「野蛮」な点を強

調していた21)。また歴史教科書と向様に， rワガ民ノ漂流セルモノヲ害セシコトアリjとし、う記述
があった。

沖縄は『尋常小学読本』に取り上げられたので‘あり， w高等小学読本~ ~こ取りよげられたのでは

なかったことからすると，沖縄を「特異」とはしていなかったことになるが，前引したように属

定地理教科書で沖縄の言語風俗の「特異性」を記述していたことは，その代替の役割を果たして

いたといえるだろう。

第2期教科書では，甘藷や家資としての豚が沖縄に関連して記述されており，地迎教科書の記

述と符合している。〔国産の歌]は， 1914年発行の文部省編纂『尋常小学唱歌』第六学年用にも収

録されており 22) その一番は「我が大日本帝国の，古き六十入国に。沖縄諸島合せてぞ，府は三三

つ， J奈は四十三。北海道のー庁と，外に南北新領土。撮熱ニ帯にまたがりて，天産多きうまし

問。j と日本池遊の概略を歌っていた。ここでは，沖縄を本州のような古くからある間々ではな

く，最近「合せjた地域であるけれども，問時に「新領土Jではないとも位寵づけていた。事実

として間違ってはいないとしても，北海道と並んで沖縄を端緒とする大日本帝留の領土拡大を謡

歌し，沖縄や北海道は大日本帝爵に「合せ」られた地域というイメージを児童に教えるもので

あった。

(5)理科

鴎定理科教科書には，沖縄関係記述は見あたらない。東書文庫に，文部省編纂『尋常小学理科

沖縄県用補篇』第五学年，教師用 0918年発行〕という警が所蔵されており，これは従来あ

まり知られずにいるのでここで紹介しておきたい。

この蓄の緒言によれば，文部省が編纂の必要性を認めたのは，沖縄の f気候風土，他の地方に

比して懸隔甚だしく，随って第五学年に於ける横物，動物等に関する教材の異にすべきもの多き

を認めたjためであった。そして「本書に伴なひて尋常小学理科書沖縄県用第五学年児童用を編

纂」したので、あるが，その児童用警については存在を確認できていない。編纂にあたっては，沖

縄県教育会が重要な役割を果たしている。沖縄県教育会は師範学校長を編纂委員長として， 1916 

年 2~4 月にかけて理科教科書令編纂し，文部省に提出した23)。そして文部省は「之を参照して
本県用理科教科書編纂に着手jしたのであった24)。こうして完成したのが， w尋常小学理科書沖

縄県用』であり，その臼次は<表5>のようであった。さとうきび，あだん，豚，百蕉など沖縄

で身近に鏡察できるものを教材に採用していたことがわかる。なお，これは第2期障定理科教科

0918年度使用開始〉に対応するものだが，第3期以降も引き続き沖縄県用が作成されたかど

うかは不明である25)。
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く表5> w尋常小学理科書 沖縄県照』第五学年用と留定教科書との対応

諜 教 材 名 備考 2 9 パナ、.蜜柑・ノ号、ャの果実 O 

l 空気と土 l 3 0 うすべににがな O 

2 だいこん O 3 1 穂子の散布 2 6 

3 蛙 9 3 2 樟 O 

4 てっぽうゆり O 3 3 しだ 2 7 

5 しろおびあげは O 3 4 きのこ 2 9 

6 蛍 1 3 3 5 菊 3 5 

7 し、も 3 2 3 6 水晶 3 9 

8 竹 7 3 7 黄鉄鉱 4 0 

9 事指 2 1 3 8 方解石・石灰岩 4 1 

1 0 きたうきび O 3 9 花縄岩 4 2 

1 1 ばった O 4 0 物の重さ 4 5 

1 2 おほずゐむし O 4 1 空気の性費 4 6 

1 3 茄・きうり 1 7 4 2 水のi性質 4 7 

1 4 1 4 4 3 そらまめ 4 

1 5 鮒 1 6 4 4 冬至 4 4 

1 6 池中の小動物 1 8 4 5 議品 4 8 

1 7 ふさも・うきくさ・運 1 9 4 6 水の二熱及び寒暖計 4 9 

1 8 朝顔 2 0 4 7 風と雨 5 0 

1 9 あだん O 4 8 火 5 1 

2 0 穏の収穫 3 1 4 9 酸素 5 2 

2 1 ，潟 3 3 5 0 空気の成分 5 3 

2 2 牛 3 4 5 1 水素 5 4 

2 3 豚 O 5 2 炭酸ガス 5 5 

2 4 鶏 3 7 5 3 燃焼の成生物 5 6 

2 5 鴨 3 8 5 4 ざたうきびの収種 O 

2 6 秋分 2 5 5 5 松 6 

2 7 こほろぎ 2 4 5 6 春分 5 7 

2 8 ばせう O 

(注)備考織の数字は一般用の諜を示し， 0印は沖縄県用にのみ収録されているものを示す。途中の太線

は学期の壌を示す。
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一一注一-

1) 1926年4月22日勅令第73号「小学校令中改正J第19条により，教科目の名称は国史に変更となった。

2)第3期間定歴史教科議の教材の選択，叙述の方法について， W尋常小学国史上巻編纂趣意書~ (1921年〉

は以下のように説明している(仲新・稲額忠彦・佐藤秀夫編『近代日本教科書教授法資料集成J第11巻，

東京主義籍， 1982年， 672J'{)。

本書ニアリテハ一層人物中心ノ実ヲ挙ゲントシ，支トシテ人物ニヨリテ課題ヲ立テタノレノミナラズ，

往々教訓トナノレベキ幼時ノ逸話ヨリ説起シテ其ノ生立ニ及ピ，児童ヲシテ景仰ノ念ヲ起サシムルト共

ニ，史実ノ概要ヲ知ラシムルコトヲ期シタリ。

3) r琉球王国j とし、う名称は，歴史研究上用いている言葉であり，芝府自らが名乗ったものではない。嶋

津与志「流球と沖縄J，W日本通史 月報4~ 1993年，岩波書!乱 7頁参照。本論文では，慣例に従い f琉

球王国」と記した。

4)森隆夫ほか編集『社会 六上』光村図書出版， 1991年2月文部省検定済， 1994年2月発行。なお同著書で

は，沖縄は1945年の沖縄戦についての記述にのみ登場する (93頁〉。

5)紙庭教之『募毒事制国家の琉球支配』校倉審房， 1990年， 106~135賞。

6)文部省『尋常小学日本歴史J巻二，教御用， 1915年， 88J主，*議文療所歳。なお防護の緒震によれば

f備考jは， r更に詳に児童用教科著書所裁の教材を説明し，且之に関連する事演者ピ記述して，特に教師の

参考に供するもの」である。

7)向上番， 238~239頁。

8)松田道之『琉球処分』第一術，明治文化資料叢審判行会編『明治文化資料叢書』第4巻，風間書房，

1962年， 19頁。

9)奈須恵子 f朝鮮・南洋を見るまなざしJ.W研究報告 No.41 国定教科警における海外認、識の研究』中央

教育研究所， 1992年， 47J'{。鐘声の会 r<報告>戦前の歴史教科書にみる朝鮮像J，W季刊三千里』第32
号，三千泉社， 1982年， 96~103夏。

10)中村一良 rw初等科国史上，下』の編纂趣旨J1944年，官官掲『近代日本教科誉教授法資料集成J第11

巻， 710頁。

11)W初等科国史』上，教師周， 1943年，前掲『近代日本教科誉教授法資料集成』第7巻， 1983年， 4041室。

12)向上書， 405頁。

13) W初等科国史J下，教師尽， 1944年，前掲『近代日本教科誉教授法資料集成』第7巻， 436頁。

14) r流球島の風俗奇議事(上)J，W琉球新報~ 1911年1月10日付。句点は霊安者による。なお，久米は沖縄人を

f土人」と呼んで偏見をあらわにしていた。

15) W尋常小学修身議巻四編纂趣意義~ 1937年，前掲『近代日本教科審教授法資料集成』第11巻， 431賞。

16)阿波線直誠「初等教育J，琉球政府『沖縄県史』第4巻， 1966年， 431京。

17)W初等科修身』ニ，教邸周， 1942年，前掲『近代日本教科著書教授法資料集成』第5巻， 555真。

18)向上書， 553~554京。

19) W尋常小学読本編纂趣意審~ 1904年，前掲『近代日本教科書教授法資料集成』第11巻， 239真。

20) W高等小学読本編纂趣意審~ 1904年，前掲『近代日本教科誉教授法資料集成』第11巻， 251真。

21)思定教科警での台湾における「首狩りjの黍鈎については，紛込武「植民地教脊と異文化認識一一『呉

鳳伝説』の変容過程…一一J，W思想』第 802号，岩波番街， 1991生存参照。

22) W尋常小学唱歌』では， r温熱二帯にまたがりて」の部分が「朝鮮新に加りてJとなっていた。なお，鳴
歌は民間で綴纂したものを採択することもでき，文部省が国定教科奮を作成したことはなかった。文部
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省は1932年に『新訂尋常小学唱歌』を発行し，その際[国産の歎]は削除された。

23) r沖縄教育会の事業J， w琉球新報Jl1916年8J3 7臼付。
24)沖縄県教育会『沖縄教育』第III号， 1917年5月。

25) 1935年3月潟催の第羽田沖縄県初等教育研究会では，理科教科審補篇の研究をテー?としていた。帝

国教育会 F帝関教育』第673i予， 1935年5月15日， 107頁参照。ただし今のところ，これは補篤の作成をめ

ざす研究なのか，補篤を用いてどう教えるかの研究なのかはわからない。

おわりに

これまで教科Bにそって検討してきたが，党童はどの教科目で教えられたのかを厳密に意識し

ていたとは隈らないので1) 国定教科書は各教科尽を通じてどのような沖縄像を描いていたかを

整理しておきたい。

司〉関定教科書の沖縄像は，言語風俗が「特奥jな地域であることの強調(第l期地理教科書，

1904年度使用開始〉から，その郎除(第3期地理教科書， 1919年度使用開始)を経て， r内地jと
しての明確化(第5期地理教科書， 1929年度使用開始〉へと変容した。この変化の要閣は，一つ

は沖縄における一定程度の大和化の進展であり，もう一つは第3期から第6揚地理教科書 0938

年度使用開始〉において民族構成を説明し，その分類によれば沖縄人は大和民族であったから，

沖縄の言語風俗に関する f特異性」を記述することができなくなったことであった。

さらに十五年戦争末期の醤民学校で使用していた教科書は， r大東灘共栄翻j建設の視点から
「南進jの拠点として沖縄を描いていた(第 6期歴史教科書，第 7期地理教科議2) どちらも

1943年度使用開始)。これは，当時の政治と戦争の状況を濃厚に反映したものであった。

③沖縄像の変容のなかにあって，沖縄を本弁!のような古くからある隈々ではなく，最近「合

せJられた地域であるとしながらも(第2期国語読本， 1910年藍使用開始及び第 1期唱歌教科

書， 1914年度使用開始)， r琉球王閤j という別な鵠家が存在した康史は一貫して否定していたの
であった。これは，地理教科書で沖縄を明確に「内地j と記述した前後でも変化はなかった。こ

のことは， r万世一系Jの天皇による統治との関連で， r琉球王器JとL、うilUな鴎家及びその
が存在した歴史を否定するものであった。

③地理教科書は，沖縄地誌で必ずさとうきび，さつまいも，豚に言及していたが，修身教科

，国語読本，沖縄県用理科教科書でもこれらを沖縄と関係させて記述したものがあった。

以上で明らかにしたような雷語風俗の「特異jな地域から「内地jへという掴定教科書の沖縄

像の変容に見合うように，学校教員はよりいっそうの大和化を追求することになりはしなかった

だろうか。この仮説のもと，教員の大和化に向けた活動と教育内容との関連を今後検討していき

たい。 J主体的には，全国で「郷土教育jが盛んになった時期に，沖縄においてどのように沖縄療

史，沖縄地理などを教えようとしたかを，器定教科書の沖縄像との関連に留意しつつ，また島袋

源一郎『沖縄県国頭郡志~ 0919年〉をはじめとして教育関係者が行なった f郷土研究」を視野に

入れながら明らかfこすることを課題としてあげておきたい。

一一注一一

1)海後家距『歴史教育の康史』東京大学出版会， 1969年， 191京。

海後は，読本で授けられた獲史物諮の内容が，児童にとっては歴史教材と結び合って印象が一つに

なっていることを指摘し， r児童量にとっては，いず、れの教科警で学んだかは問題とならなかったjと述べ
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ている。

2)琉球その他の島々という小項目に，沖縄と特定してはし、ないものの， I九州の島々からは，遠く海外へ

進出して，漁業その他に活動してゐるものがたくさんあります。」という記述がある。

(付記〕本論文作成にあたり，駒込武氏及び奈須恵子氏からはご自身の論文抜刷の提供安受け，竹ケ原主幹部氏

には日常的な議論者ピ通じて視点などについてご教示を受けた。北海道大学教育学部教育方法学研究グループ

の皆さんには，論文の構想について検討していただし、た。まずこ策審文庫では，史料の翻覧に便宜を受けた。記

して感謝します。


